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1研究背景
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
関東大震災 (1923) 後の東京において、新興美術運動家
達による一連の建築作品群が現れた。1大正期における建
築と美術との近接をあらわす事実である。しかし、美術と
建築との近接は、伊東忠太の「アーキテクチュールの本義」
2から連綿と続き、「都市美」の観点 3や「形成芸術」4と
しての建築作品など既に存在した。近代日本最初の建築批
評家と評価がなされている黒田鵬心が、美術界の土壌から
生まれてきたことは興味深い。明治末期より、建築に関す
る盛んな発言が認められる黒田であるが、彼の出版活動の
対象は、建築を専門としない一般大衆におかれていたこと
はあまり知られていない。
本研究では、黒田の出版活動を、この建築と美術の近接
を生み出す一要因として捉え、研究を行う。
既往研究
黒田に関する研究の嚆矢は、谷川正己「趣味叢書にみら
れる都市美観について」(1968) 5である。また現在では、
藤岡洋保「近代日本最初の「建築評論家」黒田鵬心の建築
観」(1990) 6により、建築評論家としての評価がなされて
いる。また、近年、東京大学都市建築史伊藤研究室におい
て、「都市美」「批評」という観点から黒田が再評価されて
いる。その主要な論文として、宮脇哲司「建築批評を成立
せしめたもの ‒ 明治から大正、建築批評に通ずる建築 /美
術の言説研究 -」(2009)7 が挙げられる。
本研究の目的
前述のように、黒田の詳細な分析は既に行われてきた。
しかし、これまでの研究は「建築」「美術」分野における
影響関係を述べるにとどまっていた。本研究において、未
だ評価がなされていない『趣味叢書』『趣味之友』『趣味講
座』に焦点を当てることで、黒田の活動全般に通底する理
念を明らかにする。そして黒田の新しい側面を明らかにす
ると同時に、大正期の美術運動と建築との関わりを明らか
にする。

2黒田鵬心「趣味」の概念
一般的な「趣味」の解釈において、明治から大正にか
けて変化が認められる。市川陽子 (1995)8によると、明治
40年 (1907) ころから一般的にもちいられ、一般階級にお
いても近代思想としてとりいられる様になったとされて
いる。当時の趣味という語の定義付けは曖昧である。その
ため、黒田の趣味の用法をみる。用いた資料は、趣味叢書
第 2編『趣味雑話』 9における「趣味に関する二三の問題」
である。黒田は、趣味を「藝術鑑賞力」であると述べている。
後述する「趣味講座」等、黒田の一連の活動においては、
この芸術鑑賞力を向上させる狙いがあったものと考えら
れる。黒田の最初期の建築批評とされる「帝都の美観と建
築」10 においても社会を意識し、軽視されている「建築」
を趣味普及をもって都市美観を高めたいという意図のも
と行われたことが述べられ、社会的意識を読み取ることが
出来る。
3大正期における出版活動の変遷
3-1. 趣味叢書 (1914.2 ～ 1915.12)
編 書名 著者 序文執筆者 発行年 出版社
都市の美観と建築 黒田鵬心 伊東忠太
趣味雑話 黒田鵬心 岩村透 趣味叢書発行所
日本美術史講話上巻 黒田鵬心 黒板勝美 趣味叢書発行所
建築雑話 黒田鵬心 塚本靖 趣味叢書発行所
古美術行脚 黒田鵬心 関野貞 趣味叢書発行所
日本美術史講話下巻 黒田鵬心 趣味叢書発行所
画室にて 南薫造 趣味叢書発行所
ラスキン抄 ジョン・ラスキン

澤村寅二郎訳
趣味叢書発行所

家と人と 山崎楽堂 趣味叢書発行所
青山より 黒田鵬心 趣味叢書発行所
藝術家と藝術運動 森田亀之助 趣味叢書発行所

趣味之友社
美術と社会 岩村透 趣味叢書発行所

趣味之友社

『趣味叢書』は、大正 3年 (1914)2 月 7 日から、大正 4
年 (1915)12 月 16 日に 12 巻刊行された。大きく二期に
大別することが出来る。第 1期は黒田鵬心により全て執
筆され、第 2期は、『青山より』 11を除く全てが、他者に
より執筆された。前述したように、第 1巻の発刊は、読
売新聞社との退社の時期と合致、その完結は『趣味之友』
の創刊へと繋がる。第 1期 6 巻の内、3巻はそれまでの
新聞や雑誌への寄稿の再収録である。一方、『古美術行脚』 
12『日本美術史講話上・下』13 は、新規に書き起こされた
ものである。
黒田にとって、建築への興味は、日本美術の興味からも
たらされた。建築への最初のアプローチは、在学中、関野
貞の主催する研修旅行「関西エキスカレーション」への参
加であり、それは日本美術への興味が影響したものであっ
た。 14『日本美術史講話』も後には、装丁し直して様々な
出版社より再販され続けるなど、その興味は続いていく。
15

←表 2.『趣味叢書』発行リスト

↑図 1 .『趣味叢書』書影
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3-2 趣味之友 (1916.1 ～ 1918.10)
大 正 5 年 (1916)1 月 か ら 大 正 7 年
(1918)10 月まで、全 33巻発行された月
刊誌である。『趣味叢書』に続き、黒田
自身により企画された。黒田は、17 号
まで主幹を務めた。毎号 110 頁程で構
成されており、発行所は「趣味之友社」
である。16 創刊号における黒田の記事「趣
味講壇」において、発刊の意図がのべら
れている。その内容は、前述「趣味に関する二三の問題」
において「趣味教育」の必要性を説くに留まっていたのに
対し、より具体的な方法論が提示されている。創刊号で、
国学者上田萬年 (1867-1937) が寄せている記事、「趣味の
涵養と本誌の使命」17 において、『趣味之友』を「趣味の
総合大学」を作ろうとしているのだろうと要約されてい
る。また、黒田主幹の時期にのみ、建築家の論考が認め
られる。山崎楽堂 (静太郎 )の鼓に関する連載だけでなく、
より建築に関する専門的記事も散見される。例えば、「関
野貞の朝鮮の藝術 古蹟調査事業の進捗」 18や、伊東忠太
の「冬の住宅に就いて」19 、武田五一の「晩霞楼式の住
宅 (Bungalow)」 20等が挙げられる。 21

3-3 趣味講座 (1916.9 ～不明 )
大正 5 年 (1916)9 月より発刊された。
これは、講話の形式で平易に記述された
冊子が、購読者に届くという形態をとっ
ていた。「趣味講座」の計画は、すでに 1
号の時点からあった。正式発表されたの
は『趣味之友』7号 (大正5年7月 )であり、
「開設の趣旨」22 が誌面に発表される。専
門的知識の無い人々を読者に設定したこ
とで、趣味教育の理想型に近い形態となっ
たことを、黒田自身が述べている。教育的な視点をより
強めたことは、「*藝術大学の現出 *」と銘打たれた広告が、
大正 6年 (1917)1 月の『美術週報』に掲載もされたこと
からも分かる。
4 考察 /黒田鵬心の社会に向けられた視点について
黒田の活動、特に出版の変遷を見ると、対象がより一
般社会へ向けられていったことが分かる。黒田は「社会」
を強く意識した。23 前掲、藤岡 (1990) の先行発表であ
る 1988 年発表の同表題の論文 24において、藤岡氏は黒
田の活動の特徴から、ジョン・ラスキン (John Ruskin, 
1819-1900)・ウィリアム・モリスからの影響を指摘して
いたが、直接的な明示でなく示唆にとどまっていた。そこ
で、黒田の社会志向について、ウィリアム・モリス (William 
Morris, 1834-1896) らの西欧における芸術運動からの影
響を考察する。
『趣味叢書』最終巻は、岩村透『美術と社会』 25であっ
た。岩村は、この中でアーツ・アンド・クラフツ運動の旗
手としての、モリスを取り扱っている。岩村は、同著の
中で、モリスを「趣味的改革者」であると紹介している。

明治 43 年 (1910) の幸徳秋水の殺害された大逆事件以降、
モリスの社会主義の一面が未だ強く日本においてモリス
受容が中断されていた時期であった。26一方、 黒田は、『美
術と社会』発表直後の「趣味講壇」の中で、ウイリアム・
モリスに賛同し、感服するという旨を、実際に述べたので
ある。 

改めて、『趣味叢書』で展開された各書籍を再び見ると、
第 8編に澤村寅次郎訳『ラスキン抄』27 、第 11 編にバー
ナード・リーチ (Bernard Howell Leach, 1887-1979) と
の交流が確認されている森田亀之助による『藝術家と藝術
運動』 28、第 12編に岩村
透『美術と社会』の出版
がなされ、いずれも、当
時の日本に、西欧の芸術
諸運動を知らせる重要な
書籍であった。
5 結論                   
黒田鵬心の建築批評家としての側面は、日本近代建築史
における重要な指摘である。しかし、本研究において、出
版活動の変遷をみていくと、そこには読者として一般大衆
を求めてたことがわかった。そこには、「趣味普及のため」
という黒田の活動全般に通底する理念が存在した。
黒田の一連の活動を考えるとき、「美術」「建築」という
二項対立から、「社会」という軸を加え考えなければなら
ない。そして、この黒田の理念の源流には、同時代に西欧
で起こっていた、ラスキン、モリスらの、芸術の諸運動の
影響を見ることが出来た。本研究により、黒田の活動の新
側面を明らかにした。
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趣味の世界は、利害とか金銭とかいふものを離れた無邪気な世界
であります。彼の社会主義者の理想は、趣味の世界に於いてこそ
完全に実現されると思ひます。ウイリアム・モリスが「趣味的社
会主義」を唱へたのは、大なる卓見であつて、我々の感服し賛同
する所であります。 黒田鵬心「趣味講壇」趣味之友 , 1 号 (1916.1) より


